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EUの新法規を含む規制・条件に適切に対応するための基本的な情報と、EUのマーケッ
ト情報や輸出先進事例に関する情報発信を行い、EU向け輸出に取組むきっかけやヒン
トを提供する場とする。処理水について進展のあった中国市場の概況についても発信。

本日のセミナーの狙い

*中国、日本産水産物の輸入再開へ、ALPS処理水について日本と認識を共有(中国、日本) | ビジネス短信 ―ジェトロの海外ニュース - ジェトロ

• EUの新法（包装・包装廃棄物規則案：PPWR）を含む規制対応に繋がる情報を包材メーカー・公的機関の
有識者を招いて発信する

➢ 大手包材メーカーを招聘し、包材規制の概要・注意点等について事例を交えながら紹介

➢ EU新法（包装・包装廃棄物規則案：PPWR）に対応するための必要な知識・対応策・活用できる情
報について紹介

• EUのマーケット情報について、EUマーケットに精通している事業者を招き、EU向けの輸出増に繋がる考え方や、
規制対応、有効な取組事例などを発信する

➢ EU向けに注力している事業者を招聘し、EUマーケットの概要に触れ、日本産品の輸出増に向けた課題お
よび対応策について、事例も交えながら紹介

➢ EU HACCPや添加物/GMO規制等、EUの厳しい規制をクリアした事業者を招聘し、難易度の高い規制
をクリアする際の課題や対応策、Tipsやその後の輸出状況を含む事例について紹介

➢ メーカーのみでなく、商社・コンサルも招聘し、流通面での課題や対策、EU市場で日本産品の流通を増や
していくにはどういった視点・考え方で取組むべきかについて紹介

• 直近ALPS処理水について日本と認識を合わせたと発表のあった中国*に関し、中国向け輸出に関する内容につ
いても、中国マーケットに精通している現地日系小売りより、市場概況を発信する

https://www.jetro.go.jp/biznews/2024/09/01dd0f50370a5311.html
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• EU輸出は、コロナ禍後の直近2年間で堅調に伸びてきており、EUにおける日本食マー
ケットもゆっくりとではあるが広がってきている

➢ 大手日系卸2社のIR資料によると、2025年度のEU向け日本食品市場は、
10％程度の伸びを見込んでいる*

• 一方、景気はあまりよくなく、価格感度の高さや対アジアと比べてジャパンブランドの訴求
力が低いことから、他のアジア産品との価格競争に陥る可能性がある

• また、自国文化への愛着や環境配慮の観点から、他国の食や輸入品に対してネガティブ
な反応を見せる消費者も一定数存在する

• 長い賞味期限の設定や、新法規を含む包材規制への対応もハードルが大きい

• まずはニーズを把握して飲食店等から日本食を浸透させ、ストーリー性や地域性・日本
産が光る素材等、日本製ならではのReason to buyを明確にし、商社・包材及び添加
物メーカーとも協力して長期的に取り組んでいく必要がある

EU輸出のポイント エグゼクティブサマリ

＊日本産品のみでなく、他国産や現地産の日本食品の数字であり、輸出とイコールではないことに留意
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EUの日本食市場は拡大しており、市場のニーズは高まっている。EUの法規制を理解し、
適切に対応していくことは、EU市場への輸出を成功させる重要なステップとなる。

EUの市場概況・EUの日本食市場概況

*1JETRO：
https://www.jetro.go.jp/biz/areareports/2020/a718804066114a95.html

EUの市場概況

•欧州連合（EU）は27か国で構成される国家連
合であり、経済的な統合だけでなく、政治的・社
会的な統合も目指している。加盟国ごとの法規だ
けではなくEU法規についても理解する必要がある

•Farm to Fork戦略*1に代表されるような「環境」、
「持続性」を重視した政策も取られており、 「持続
可能な開発目標(サスティナブル)」 に係る規制も
多い。またサスティナブルをEUが世界的に主導して
いきたい意向もあり、EU市場に参入するにはこの
規制面への理解が重要となる

•法規制のみでなく、顧客や消費者から、環境配慮
の観点を求められることにも注意が必要

•自国文化への愛着も強いが、異文化の受け入れ
も柔軟になってきており、日本食だけでなく、日本
の文化に関心を寄せる消費者も増えてきている。
ストーリー性に共感を示してくれるケースもある

•日本食の人気は高まっており、寿司、ラーメンだけでなく、
たこ焼きやお好み焼きといったメニューまで広く浸透して
きている。また日本食の食べ放題店（all-you-can-
eat）も人気がある

•日本から輸出されている商品の販売先はハイエンド層
が中心であり、ミドル・マス層については中国・東南アジ
ア・現地生産の日本食材を使用する傾向にある

•EU HACCPや混合食品規制、添加物/畜肉類の原
材料規制のみならず、サスティナブルに係る規制もあり、
EU市場に参入する事業者はこれらに対応する必要が
ある

•日本食レストランや日本食を扱う小売店の数は増えて
おり、EUの日本食マーケットに商品を供給したいと考え
る他国のサプライヤーも増えている。この競争に負けるこ
となく、規制面をクリアし商品を供給する必要がある

EUの日本食市場の概況
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国・地域によって拡がり方に差はあるが日本食・日本文化は欧州圏で浸透してきている。

EU・イギリス各国の特徴

＊1外務省 国・地域
https://www.mofa.go.jp/mofaj/area/index.html

• フランス：パリを中心に高級日本食レストランが多く存在し、和牛や
寿司、懐石料理なども人気がある。EU圏内に於ける日本食レストラ
ンの数がもっとも多い国であり、日本の食文化への関心が高く、日本
酒や抹茶など日本の伝統的な食材についても人気が高い

• ドイツ：以前は食に関して、質よりもコストを気にする傾向があり、フ
ランスやイタリアと比べるとグルメとは言えない国であったが、ミシュランの
星付きレストランの数も増えており、食（日本食）に対する関心も高
まっている。またドイツ西部のデュッセルドルフにはヨーロッパ最大の日本
人街があり、日本食レストランや日本食材を扱う小売店が多数ある

• スペイン：寿司が人気であり、スペインの食材を使ったフュージョン日
本料理なども見られる。ミシュランの星を獲得する日本食レストランも
あり、日本食や日本酒のプロモーションイベントなども開催されている

• イタリア：寿司やラーメンが人気であり、また焼肉専門店など様々
な業態・専門店が増えてきており、日本食市場の裾野が広がっている。
2015年に開催されたミラノ万博の日本館も好評であり、日本食レス
トランの数についてはEU圏内でフランスに次いで2番目に多い

• (イギリス)：2020年にブレグジットによりEUを離脱したが、欧州の
日本食市場を狙う上では欠かせないマーケットである。欧州地域に於
ける在留邦人数が最も多い国であり、高級レストランからカジュアルな
日本食チェーンまで多様な日本食レストランが存在する。健康志向を
軸にした消費行動やヴィーガン/ベジタリアンのニーズも高い

イギリス
人口:6,760万人*1

フランス
人口:6,837万人*1

スペイン
人口:4,760万人*1

ドイツ
人口:8,482万人*1

イタリア
人口:5,885万人*1
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日本と同様に高齢化が進行しているものの、生産年齢人口は日本と比較して多い傾向
にある。出生率についても日本と比較して若干高く、また移民政策の違いが人口動態に
も影響している。

EUの人口動態

*出所（人口ピラミッド）：https://statja.com/
*1Eurostat：
https://ec.europa.eu/eurostat/statistics-explained/index.php?title=Fertility_statistics
*2厚生労働省：
https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/geppo/nengai23/dl/gaikyouR5.pdf
*3Statistics on migration to Europe - European Commission (europa.eu)

人口ピラミッド：EU 人口ピラミッド：日本

•EU全体の出生率は約1.46*1（2021年）であり、日本の1.30*2（2021年）と比較して若干ではあるが高い

•EUでは移民を多く受け入れており、EUに居住する“非EU市民”は約6％であり、 また“EU圏外で生まれた人”の人口に関して
は約9％である*3
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EU諸国の訪日数について、コロナ禍前までは順調に増加しており、フランスに関しては
30万人を超過。コロナ後も訪日数が戻ってきており、親日性・日本への興味の大きい地
域だと確認できる。

EU各国の親日度

*出所：日本政府観光局（JNTO）

訪日観光客数(2003-2023)*
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EU諸国・イギリスからの訪日観光客は、平均泊数が15日程度と比較的長く、旅行支
出における飲食費は一人あたり約7万円以上と大きい傾向にあるため、日本及び日本
の食に親しみのあるエリアだと考えられる。

EU訪日観光客の特性

*出所：訪日外国人消費動向調査

国籍・地域別にみる訪日外国人１人当たり費目別旅行支出（全目的）(2023)*
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EU向けの輸出は順調に伸びており、アルコール飲料・ソース混合調味料・牛肉が輸出の
上位品目。農産物・畜産物・加工品をメインに伸長。

EU向け日本産品輸出の現状

*農林水産物・食品の輸出に関する統計情報
https://www.maff.go.jp/j/shokusan/export/e_info/attach/pdf/zisseki-81.pdf

貿易統計（2013-2023年）

•2023年の輸出額は2013年から約2.6倍に増加。

•厳しい規制（EU HACCP等）を背景に水産物については、輸出
額が伸び悩んでいる。一方農産物・畜産物・加工品については順
調に輸出額が増加。また加工品の比率が高い傾向にある
(輸出額の加工食品比率：50.6％)
*比較対象:アメリカ38.5%、シンガポール37.0%

貿易統計（品目別内訳）

•コロナ禍以降、アルコール飲料が大きく伸長。EU向け輸出額の約
20%を占める

•ソース混合調味料の内訳としては、インスタントカレーやマヨネー
ズの比率が高く、堅調に推移

•牛肉(和牛)は2013年に解禁されて以降徐々に実績を伸ばし、
2023年は44億円の実績
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欧州全域の日本食レストランの軒数は2013年(約5,500軒*1)から約3倍に増加して
いる。一方、米国と比較した際の人口当たりの日本食レストランの軒数は低く、今後も
伸びしろがある市場といえる。

EUにおける日本食市場の成熟度

*1海外における日本食レストランの概数（推移）:https://www.maff.go.jp/j/shokusan/eat/attach/pdf/160328_shokub-14.pdf
*2海外における日本食レストランの国・地域別概数（令和5年）（訂正版）:https://www.maff.go.jp/j/press/yusyutu_kokusai/kikaku/231013_12.html
*3外務省：国・地域データ:https://www.mofa.go.jp/mofaj/area/index.html

米国
店舗:26,040軒*2

人口:3億3,500万人*3

0.77軒/万人

EU（27か国）+ 英国
店舗:15,100軒*2

人口:51,700万人*3

0.29/万人
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